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 今年も残すところ３か月となり年末手当の季節となりました。今月から消費税

も１０％となり、年末手当に期待する人も多いと思います。甚大な被害を起こし

た台風１９号の爪痕も残りますが、今も不眠不休で復興に取り組むＪＲ労働者の

為にも苦労に見合う年末手当を労働者の結集によって勝ち取りましょう！ 

昨年の第２四半期決算は連結決算において、増収増益。営業利益は７期連

続の増収かつ、第２四半期決算として過去最高。また、経常利益・親会社

株式に帰属する四半期純利益が過去最高となりました。 

私たち東日本ユニオンは好調な業績に見合う年末手当を求め基準内賃金の

３．６カ月を要求しました。３回に及ぶ交渉の中で職場の声を会社側にぶ

つけましたが、回答は４年連続の基準内賃金の３．１８カ月でした。 

東日本ユニオンが締結している「労働条件に関する協

約」では「基準額については、交渉して決定する。」とし

ています。現場第一線で働く社員・労働者の声や思いを

直接経営側に訴えて回答を引き出すという団体交渉は労

働組合にしかできません。 

職場の社員会、サークルなどのグループや、ましてや社

員個人では交渉はできません。 
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